






















日時  2011年12月17日 
























































登録者総数 2,134,151 2,092,944 -1.9 2,093,938 0.0 -1.9 2,088,872 -0.2 -2.1
永住者 565,089 574,145 1.6 580,748 1.2 2.8 590,077 1.6 4.4
日本人の
配偶者等 196,248 192,800 -1.8 190,478 -1.2 -2.9 185,495 -2.6 -5.5
定住者 194,602 189,811 -2.5 186,486 -1.8 -4.2 181,528 -2.7 -6.7
留学 201,511 161,317 -19.9 185,298 14.9 -8.0 186,272 0.5 -7.6
技能実習 100,008 123,082 23.1 142,505 15.8 42.5 144,718 1.6 44.7
家族滞在 118,865 119,508 0.5 120,633 0.9 1.5 120,032 -0.5 1.0
人文知識･
国際業務 68,467 70,129 2.4 70,589 0.7 3.1 68,926 -2.4 0.7
その他 689,361 662,152 -3.9 617,201 -6.8 -10.5 611,824 -0.9 -11.2
総人数 6,191 5,257 -15.1 5205.0 -1.0 -15.9 5,167 -0.7 -16.5
永住者 1,561 1,587 1.7 1,601 0.9 2.6 1,629 1.7 4.4
日本人の
配偶者等 778 736 -5.4 715 -2.9 -8.1 681 -4.8 -12.5
定住者 256 240 -6.3 232 -3.3 -9.4 220 -5.2 -14.1
留学 425 339 -20.2 358 5.6 -15.8 356 -0.6 -16.2
技能実習 1,124 696 -38.1 916 31.6 -18.5 999 9.1 -11.1
家族滞在 129 136 5.4 132 -2.9 2.3 131 -0.8 1.6
人文知識･
国際業務 72 71 -1.4 72 1.4 0.0 70 -2.8 -2.8
その他 1,846 1,452 -21.3 1,179 -18.8 -36.1 1,081 -8.3 -41.4
総人数 16,101 14,507 -9.9 14,016 -3.4 -12.9 14,003 -0.1 -13.0
永住者 3,983 4,060 1.9 4,066 0.1 2.1 4,137 1.7 3.9
日本人の
配偶者等 1,507 1,450 -3.8 1,411 -2.7 -6.4 1,337 -5.2 -11.3
定住者 413 399 -3.4 390 -2.3 -5.6 388 -0.5 -6.1
留学 3,376 2,611 -22.7 2,720 4.2 -19.4 2,697 -0.8 -20.1
技能実習 865 347 -59.9 278 -19.9 -67.9 341 22.7 -60.6
家族滞在 1,183 1,097 -7.3 1,089 -0.7 -7.9 1,060 -2.7 -10.4
人文知識･
国際業務 360 377 4.7 363 -3.7 0.8 362 -0.3 0.6
その他 4,414 4,166 -5.6 3,699 -11.2 -16.2 3,681 -0.5 -16.6
総人数 11,331 10,328 -8.9 9,927 -3.9 -12.4 9,676 -2.5 -14.6
永住者 3,889 3,952 1.6 3,880 -1.8 -0.2 3,888 0.2 0.0
日本人の
配偶者等 1,662 1,580 -4.9 1,508 -4.6 -9.3 1,396 -7.4 -16.0
定住者 703 664 -5.5 647 -2.6 -8.0 595 -8.0 -15.4
留学 583 491 -15.8 467 -4.9 -19.9 421 -9.9 -27.8
技能実習 1,072 847 -21.0 866 2.2 -19.2 909 5.0 -15.2
家族滞在 270 264 -2.2 260 -1.5 -3.7 245 -5.8 -9.3
人文知識･
国際業務 221 220 -0.5 201 -8.6 -9.0 185 -8.0 -16.3


























































































  では、まず今日のパネリストに自己紹介を３分以内にお願いします。 
















  今はちょっと状況が変わっているんですが、 




○モリス  ありがとうございました。小関さん。 





















○モリス  佐々木さん。 





















○マーティ  皆さん、こんにちは。 












○大村  皆様、こんにちは。 









○一條  皆様、こんにちは。 



































































































○モリス  ありがとうございました。では、続けて小関さん、お願いします。 











































































  では、続けて、佐々木さん。10分以内でお願いします。 
○佐々木  すみません、立っていいですか。 
○モリス  いいですよ。 































































































  では、次はマーティさん、お願いします。 





























































○モリス  ありがとうございました。 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                             
3 震災後、被災地の中で例外的に私をみてすぐに「外人」と騒ぐ集団はあった。小学生・中学生
であった。ここには、テレビのバラエティー番組やワイドショーによって広められる東京的な価
値観および文科省とNHKが推し進める異文化・国際理解によって図式化される「外国人・日本
人」像の弊害をみることができる。 
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域社会に入ってくるようになったら、「あなたはどこから来たか」としきりに聞かれるようにな
った。初対面の挨拶代りのその言葉は、地元と外の人間を即座に見分けられるぐらいの法則性で
我が身に降りかかってくるようになった。そのような言葉を発する人たちに自覚があったかどう
かわからないが、その言葉の裏には、「ここは私たちの国です。外国人のあなたはここに何をし
に来ているか」という言外のメッセージが強く感じられた。自分の出身地と東北との文化差に戸
惑い躓くそのような人々の困惑ぶりを幾度も目撃した私としては、この無自覚な挨拶によって暴
露される常識的な「内・外」の境界線の倒錯または事実上の崩壊に対し、曖昧な笑みを浮かびな
がら「私は地元の人間ですが、あなたはどこからお見えですか」と丁重に言葉を返すほかなかっ
た。 
極論を恐れずにいえば、この一年間の思索の末、「外国人」とは国籍という法的な属性を示
す言葉であり、それ以上でそれ以外でも意味を持たない言葉であるという結論に至った。自分の
子どもが小学生だったころに校庭に足を踏み入れると、必ず「外人だ！外人だ！」とはしゃぎ立
てる子供が現れ、ここに文科省流の異文化・国際理解の成果のほどをみることができるが、そこ
へ自分の子供の同級生が駆け寄ってきて「違うよ！外人じゃないよ！マー君のお父さんだよ！」
と相手に訂正を迫ると、先まで騒いでいた子供が納得した顔をして自分の遊びに戻った。子供の
この素朴なやり取りに、シンポジウムで語られた「外国人」たちの多様性が凝縮して表現されて
いる。「外国人」ではあるが、それが私たちの人間としての属性の極一部に過ぎず、しかも、そ
れが意味を持つ文脈は世間的常識に反して極めて限られている。「外人」である前に、家族、同
僚、隣人、仲間であり、深まっていくに従ってその関係の中で「外国人」という属性は、法的な
手続き以外にはほとんど意味をなさなくなる。 
「外国人」だから言葉がわからない、生活習慣がわからない、ごみの分別の仕方がわからな
い、法律がわからないというような発想は、前提から間違っている。「外国人」だからわからな
い・できないのではなく、だれも教えたことがないから、教えようとしないから、学習する機会
が保障されていないからできない・わからないのであって、「外国人」であることが問題の本質
ではない。成人してから言葉も文化も異なる社会に移り住み、自分が苦労して会得してきたコミ
ュニケーション手段も社会常識も何も通用しないような状況に立たせられた時にだれでも深い挫
折感、孤独感、無力感を味わうことであろう。人に依存しないと自分ひとりで何もできないその
時の心性は、語弊を恐れずにいえば障がい者に突然なったようなものである。しかし、この「障
がい」は、身体的なものでも先天的なものでもなく、支えてくれるようなよい環境で努力と経験
を重ねていくうちに緩和または「克服」可能なものである。シンポジウムに登壇していただいた
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外国に繋がる方々のほとんどは、宮城県の地域社会に最低でも10年以上暮らしてきている。世間
がイメージする「外国人」からほど遠い方々ではあるが、彼女たちの生き方にこそ宮城県におけ
る熟成した多文化共生の真価をみることができる。 
震災後、「外国人何々」として語られ実践されたもろもろの事柄は、「外国人」という語句
を使えば使うほど、日本語としてこの言葉が持っている弊害、すなわち「外国人」であることを
あたかも治療・矯正不可能な先天性障害
、、
のように決め付けるという発想、を喚起し、話者の意図
に反する効果をもたらしてきた恐れがある。このような語法・発想の限界を超えるべく、このシ
ンポジウムで語られたことの背後にあるものを解説すれば、「多文化共生」とは「外国人」対
策・支援に止まるものであってはならない。「多文化共生」とは、「外国人」が地域社会との関
係性を築き深めていくことを側面支援するものであるべきである。したがって「多文化共生」と
は、「外国人」を対象に限定するものではなく、地域社会を構築するための施策でなければ功を
奏するはずはない。このシンポジウムの登壇者が口を揃えて言っていることは、宮城県の「外国
人」を「個」ではなく、ネットワーク（社会的関係）の中の人として捉えるべきだということで
ある。来て間もない人は、当然、このようなネットワーク・関係は未発達で狭小であるが、在留
年数を重ねた人ほど、良好な環境にさえいればこのネットワークが広範囲で多彩多様なものにな
っていくはずである。このような豊かなネットワーク・人間関係の構築と活用の重要性こそ、今
回の震災を通してみえてきた宮城県の多文化共生の成果であり、かつ今後の課題でもあるのであ
るまいか。 
別の角度からいえば、その人の在留年数に見合ったネットワークをもっているかどうかが、
その人がおかれている環境の健全性をはかる重要な指標となるはずである。 
また、外国人を地域社会の中に生きる一員として捉えると、在留外国人の多くが津波、地震
や、福島の原発事故と放射能汚染という未知の危険に直面してもこの国から出て行くことを選択
しなかった理由も見えてくるはずである。ここから「逃げ出す」ことは、すなわち、長年苦労し
て築き上げてきた愛情、友情や信頼をすべて捨てて、「本国」といえども住み慣れない土地で失
業者となり居候やホームレスとなることを意味するに他ならない。少しでも考えたら外国人集団
逃走説の非現実性に気付くはずなのに、それに気付かないのが国籍という法的な範疇を人間の本
性までを規定するものと錯覚させる「外国人」という言説の社会的影響力の魔力である。 
３．日本語教室の重要性 
今回の震災を通してみえてきた多文化共生の課題とは、外国に繋がる人たちのネットワーク
を豊かにすることだとすると、それを実現するために現実的にとれる手段も震災をきっかけに見
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えてきたといえる。その鍵となるのは、各地域の日本語教室である。 
シンポジウムでこのことを指摘したのは、宮城県国際交流協会（MIA）の大村氏である。地域
のボランティアによって運用されてきた日本語教室の重要性と有用性とは、各地で被災した「外
国人」を繋いで支える役割を果たしてきたことであるという。県内の被災地を隈なくまわって
260人以上の「外国人」に面談やアンケートを行ったというMIAの活動経験に裏付けられた重みの
あるご指摘である。 
宮城県の日本語教室のなかには、きわめて先駆的な実践を行ってきたところがある。石巻の
および登米市の日本語教室がそれぞれ大変先駆的な活動を行い、今回の震災で特に大きな力を発
揮しているが、日本語教室の重要性は、日本語教育にとどまらないことに注目されたい。誤解が
ないために明言するが、日本語教育そのものが大変重要であることは、いうまでない。たとえば、
石巻地域では、研修生に対する日本語教育の重要性が実証された。ましてや、日本に永住する予
定の日本人の配偶者などにとっては日本語教育の重要性はなおさらである。ただ、それに加えて、
学習者の精神的なサポート、社会習慣などの学習、同国出身者の間のネットワークおよび他の
「外国人」および日本人とのネットワーク構築にも大きな役割を果たしているのが地域の日本語
教室であることにもあわせて注目されたい。ことに結婚移住者にとっては、大村氏が指摘するよ
うに日本語教室、というよりは、日本語教室を運用しているボランティアたちは、日常生活の支
援者であり、非常時のセーフティネットである。しかし、宮城県の事例から考えると、日本語教
室が研修生（つまり労働者）の受入の健全化にきわめて大きな役割を果たしたことを考えると、
日本語教室が果たしてきた役割の検証と評価が、日本における健全な多文化共生社会を実現する
上で非常に重要であることがわかるはずである。 
しかし、単純に日本語教室をもっと増やせばよいかというと、それほど単純なものではない。 
このように地域の日本語教室の重要性に注目したら、それとあわせて、この教室を運用している
献身的なボランティアにかかる多大な負担をも直視しなければならない。日本語教室を単に増や
すのではなく、日本語教室に対するサポート体制を整えていかないと、そもそも、日本語教室が
成り立たない場合が多いことが現実である。ボランティアはしたいが、日本語教室で求められる
ほどの負担には耐えられない人の方が多い。また、苦労して日本語教室設置までこぎついたのに
受講者がほとんど集まらない、という事例もある。ボランティアによる日本語教室の設置がどん
な小さな自治体（あるいは、広域的な自治体連合)にできそうな、低コストで効果が高い多文化
共生推進政策のようにみえるが、一般的には、このような教室の運用を持続可能にするのには、
地方自治体と地域社会の連携によるサポートが必要である。特に、国には何も期待できない状況
-42- 
では、予算と人材がない状況でできることを自治体主導でやる他ない。 
まず、自治体としては、日本語教室が成り立つために必要な空間（教室）、コピー代（年間1
～2万円ぐらいか）、受講者および教師の交通の便の確保（例えば駐車所の確保や、送迎バスの
運用)からはじめればよい。さらに欲を言えば、特に保健と教育関係の職員と教室教師との年1･2
回程度の交流･情報交換をしただけで、教師たちの負担が軽減できる。 
地域社会として、たとえば、民生委員に外国人住民にも目配りをもとめる。学校のPTA役員と
日本語教室教師、学校の先生と教室教師との交流の場を年に1･２回設定する。日本語教室に外国
人住民（労働者も結婚移民など）が通える環境を整えておくことが、長い目でみて地域のために
なるということを理解してもらうよう、行政が啓蒙活動に努める。外国人の嫁をもらった家庭は、
家庭として（つまり、「外国人」だけではなく、受け入れた側も）サポートが必要であることを
もっと社会的に認識してもらうよう、傾向活動をする。この場合のサポートとしておそらくもっ
とも効果的なのが、家族同士のふれあいであろう。日本語教室に家族会ができると、さまざまな
問題により適切に対応できるようになる。事業所で外国人労働者を使用しているのであれば、そ
の人たちの日本語学習を保障するが、長い目でみて仕事の効率化にも繫がることを理解してもら
う必要がある。そして何よりも、日本語を学習することが生涯のプロセスであること、片言の会
話では｢日本語がぺらぺら、意思疎通が自由にとれる｣と思わないことが重要である。 
「外国人」について指摘される多くの問題は、行政と地域社会が力を合わせてサポートする
ようになれば、常識の範囲を超えるもの以外については、解決できるはずである。今回の震災で
日本語教室の重要性が注目はされたが、それは逆に、どれだけの仕事･責任がこのボランティア
組織に押し付けられてきたことの裏返しでもあることをけっして忘れてはいけない。 
2011年3月11日の震災以来、宮城県における多文化共生が試されることになった。この試練に
対し、宮城県の地域社会は、すばらしい回答をだしている。このシンポジウムでの証言は、それ
を伝えるものである。これまでは、日本における多文化共生について語る場合には、いわゆる集
住地域に焦点があてられ、それ以外の地域で何が進行しているかについてほとんど振り返られて
こなかった。そして、集住地域からあがってくる情報は、問題を多く含むような話が多かった。 
それに対し、宮城県では、外国人研修生を守るために命を犠牲にする日本人もいれば、自ら
の意思で被災地に踏み止まって地域社会の一員として災害を乗り越えようとしている多くの｢外
国人｣の姿が見えてきた。このことを声高く強調したいのは、宮城県でこうなったのは何も｢東北
人気質｣とやらの、得体も実態も分からないためではけっしてない。こうなったのは、少数の人
たち、日本人も外国人も、この地域における多文化共生を実現するために小さな努力を重ねてき
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た結果であること、それが日本語教室のボランティアとして頑張ることであったり、町内会や
PTAで活動する｢外国人｣であったりして、個人個人の日々の努力のたわまなぬ積み重ねの結果で
あること、そしてこの努力が他の地域でも十分に再現可能であることを強調したい。 
宮城県では、地域住民が命を張ってでもこの地域の一体性を守ってきたのである。宮城の経
験が他の地域に問いかけるのは、なぜ宮城でこれができたかということではなく、なぜこんな当
たり前のことが他所ではできないのか、ということではないか。 
宮城学院女子大学国際文化学科 
J.F.モリス 
 
